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A．他チームの発表を聞いて
　他チームの発表「仮想通貨の視点から交通を考える」は、地方都市における交通問題を経済活動と結びつ
けて捉えていた点が非常に印象的であった。バスの利用を起点として仮想通貨を付与し、その通貨を商店街
での買い物や再び交通利用に使えるようにすることで、バス・利用者・商店街の循環を生み出すという発想
は、公共交通の新しい価値を示していた。
　特に良いと感じた点は、公共交通を「使われないから維持できない存在」としてではなく、「使われるほ
ど地域が豊かになる仕組み」として捉え直していたことである。単に運賃を下げる、補助金を出すといった
従来型の対策ではなく、利用行動そのものにインセンティブを持たせている点に現実性を感じた。交通を使
うことが個人の得になるだけでなく、商店街の活性化にもつながる構造である点は、地方都市の課題を複合
的に捉えているといえる。
　また、商店街が受け取った仮想通貨を使って、バスに配送を依頼したり、発送の優先枠を確保したりする
仕組みも興味深かった。人の移動だけでなく、モノの移動も公共交通と結びつけることで、バスの役割を拡
張している点が特徴的である。交通と物流、消費を一体として考える視点は、人口減少が進む地方都市にお
いて特に重要であると感じた。
　一方で、この発表は高齢者や免許返納者の視点については直接的には触れられていなかった。そのため、
交通を使いたくても使えない人や、そもそも外出自体に不安を抱える人への配慮をどう組み込むかが課題と
して残るとも感じた。しかし、その分、この仕組みは他の視点と組み合わせることで、より完成度の高い提
案になる可能性を持っていると考えられる。

B．地方都市における交通の問題を総合的に解決するための自分の意見
　地方都市における交通問題を総合的に解決するためには、移動手段の確保だけでなく、免許返納後の生活
や地域とのつながりまで含めて考える必要があると考える。自分たちのグループ発表で扱ったように、高齢
ドライバーは事故リスクの上昇という問題を抱えながらも、現在の生活環境では免許返納に踏み切れない状
況に置かれている。地方では自動車依存が強く、免許返納は生活の不便さを一気に引き受ける行為になって
しまうためである。
　多くの高齢者は「返納した方がよい」という認識を持っている。しかし、買い物や通院、地域活動への参
加が困難になる不安、家族に迷惑をかけたくないという思いが、返納をためらわせている。ここに、個人の
判断に任せる政策の限界があると感じた。免許返納を促すのであれば、その後の生活を社会全体で支える仕
組みが不可欠である。
　そこで、他チームの仮想通貨を活用した交通促進の仕組みを、自分たちの提案に組み合わせることが有効
だと考える。例えば、免許返納者や高齢者がバスを利用した際に仮想通貨を付与することで、公共交通の利
用が生活の支えとなる環境を作ることができる。移動すればするほど、買い物やサービス利用がしやすくな
る構造である。
　さらに、その仮想通貨を商店街で使用できるようにすることで、外出の動機づけにもつながる。高齢者が
地域で消費し、商店街が活性化し、商店街が公共交通を支えるという循環が生まれる。この仕組みは、免許
返納後も社会参加を続けられる環境づくりに貢献すると考える。
　地方都市の交通問題は、単にバス路線を増やせば解決するものではない。高齢者の安心感、生活の利便性、
地域経済の持続性を同時に支える必要がある。免許返納を「危険を避けるための我慢」として捉えるのでは
なく、「より安心して暮らすための前向きな選択」として位置づけ直すことが重要である。
　そのためには、行政、交通事業者、商店街、地域住民がそれぞれの役割を担い、連携する仕組みが求めら
れる。免許返納を個人の覚悟に委ねるのではなく、地域全体で支える交通政策への転換。その実現に向けて、
今回学んだ二つの視点を統合した取り組みは、地方都市の交通問題を解決する一つの有効な方向性であると
考える。


